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思春期児童の骨ターンオーバーに関する縦断的研究

身体発育および第二次性徴の影響
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目的　成長期の骨代謝に影響する要因を明らかにするため，男女児童生徒について骨代謝マーカ

ーを小学4年生（9歳）から6年間追跡し，その変動と身長の伸び（HV）および第二次性

徴との関連を検討する。

方法　富山県内1小学校4年生の全クラス員，男子61人，女子51人，合計112人を開始時の対象

とした。骨ターンオーバーを推測するため，骨形成マーカーとして血清B-ALPを，骨吸収

マーカーとして血清TR-ACP，尿中Hyp/Crおよび尿中Ca/Crを測定した。中学1年およ

び3年時には超音波法（Achilles, Lunar社製）により踵骨骨密度を測定した。体格発達の度

合いは，各学年毎の身体計測値から求めたHV（cm/y）で評価し，第二次性徴発来の指標と

して男子は陰部の発毛，女子は初潮発来の学年をアンケート調査した。

結果　対象者の体格は著しい発達を示した。特に男子において，HVは小学6年時が最大で中学

時も6 cm以上の伸びを示した。一方，女子は小学4年および5年時に最大値を示した後は

急激に減少し，中学3年間でHVは0に近い状態となった。

　骨代謝マーカーとHVとの関係は，Ca/Crを除き，男女いずれも正相関を呈し，最大

HV（PHV）を示す年齢で最高値を示した。第二次性徴の骨代謝への影響は男子より女子に

顕著に現れ，血清B-ALPと尿中Hyp/Crは初潮発来時から3年後まで，毎年有意に低下し

た。このことは，女子の骨ターンオーバーが初潮を契機として3年程度で高回転から低回転

型に移行することを示唆する。男子は，第二次性徴後数年間高回転型を維持した後，緩やか

に低回転型に移行する変化を示した。

　超音波法による踵骨骨密度は，男子では中学2年間に有意に増加したが，女子での増加は

BUA以外明らかではなかった。

結論　思春期児童の骨代謝マーカーは，男女ともにHVと高い正相関を示した。マーカーと第

二次性徴との関連には性差がみられ，男子では二次性徴発来後も数年間高値を維持したが，

女子では，初潮発来から3年後までに大きく低下し，その後鈍化する特徴的な変化を示し

た。
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